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神は受苦可能であるか

神が本性によって不受
苦な方として存在する
とすれば、たとえ欲しよ
うとも受苦することはな
いのでは

神の本性を意志に対立
させて強いて神を必然
に服させてはならない

神は不受苦の方である
が、神は自分からは受
苦に耐えることを拒ま
ないのだろうか

本性が魂と肉体からな
る人間は、意志に反す
ることを行うことはでき
ない

人間はその形成者より
も劣っているので、いか
なる類似もなしに神の
本性を理解しなければ
ならない

神の本性は不受苦であ
るのに、自らを受苦に服
させるのであるから、神
が自分の意志に反対す
ると、解してはならない

すべてを所有している
から、また何ものによっ
ても受苦に服すること
なく、何ものにも妨害さ
れることもないのだか
ら、この方が欲すること
を遂行するのを阻止さ
れるとは考えてはなら
ない

その不受苦の本性は常
にあるがままのもので
あるがゆえに、神が人
間的な受苦を引き受け
ようとすることはないも
のなのだろうか

人々の悪い思いを健全
なものにするために、神
の意志が喚起されると
き、神が自分の善意と
謙譲によって人々に隷
属するものとなったkら
といって、神の許には受
苦があるとわれわれは
言わない

もろもろの受苦の中に
あって不受苦の方、す
べてを凌駕しておられ
る方は、自分の不受苦
性によってもろもろの受
苦に対する王権を所有
しているとなぜわれわ
れは言わないのか

もろもろの受苦は神の不
受苦性により打ち負かさ
れたと言うべきである

神は自分の死によって
自分の不死性を確かな
ものとし、自分の受苦に
よって、自分の不受苦
性を証明した。その力
を証明しない限り、不受
苦性はもろもろの受苦
に勝るものではない

死による受苦をなんら
その身に負うことなく、
その不受苦で不死の力
によって死に立ち向か
い、全能の神として死
から遠ざかったのであ
るからには、それを神が
死の許に赴いたことと
解さねばならない

人間のうちで誰か死の
支配力を払いのけた者
がいただろうか

傑出した神の知恵と驚
嘆すべき救いの営み
（オイコノミア）によって
神の摂理が行うことが
受苦とみなされてはな
らない。神の本性の不
受苦性のゆえに、受苦
を生ぜしめるものは何
一つとしてそこにない。

もろもろの受苦を甘受
したことで、受苦におい
て神の不受苦性は明ら
かにされ、その知恵の
力があらゆるかたちで
確証された

このように至福なる方
が、同胞もしくは友人を
助けるために自分の生
命を惜しまなかった死
すべき者たちに劣ること
がどうしてあろうか

テオスは同胞
がスパルタ人に
隷属することの
ないように自ら
死を選んだ。

テオドロスは友
人たちを裏切ら
ないために舌を
切り取られた

ソクラテスは抹
殺された

神はあらゆる受苦を超
克しているので、自らし
に近付く。なぜなら生命
であるので、死を耐え
忍んで、死すべき者た
ちを死から解放するか
らであり、たとえもろも
ろの受苦の内にあると
しても不受苦であるか
ら

心の内に隠され、明る
みに出て来ないあいだ
はもろもろの業の完全
なかたちをはっきりと理
解することはわれわれ
にはできないー、その方
によって成就された明
らかに善なる業のゆえ
に至福で不滅の存在者
を至福なる方とよぶ

哲学（愛知）者たちは、
この世にあって倒れ、道
を踏み外した者たちを
自分のほうへ招き、迎
え入れる。あらゆる哲学
の師であり、真に至福
で寛大な方である神が
もろもろの受苦にとらえ
られた人々の許に自ら
進んで来たと、どうして
言わずにいられようか


